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議   事   日   程 

平成３１年第２回浜中町議会臨時会 

平成３１年２月１５日 午前１０時開議 

日   程 議 案 番 号 議      件 

日程第 １  会議録署名議員の指名 

日程第 ２  会期の決定 

日程第 ３  諸般報告 

日程第 ４  行政報告 

日程第 ５ 議案第 ４ 号 
北海道市町村総合事務組合規約の制定並びに廃止に関する協

議について 

日程第 ６ 議案第 ５ 号 平成３０年度浜中町一般会計補正予算（第９号） 
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（開会 午前１０時００分） 

 

◎開会宣告 

 

○議長（波岡玄智君） ただ今から平成３１年第２回浜中町議会臨時会を開会します。 

 

◎開議宣告 

 

○議長（波岡玄智君） これから、本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって１０番田甫議員及び１１番菊

地議員を指名します。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

お諮りします。 

本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって本臨時会の会期は、本日１日間に決定しました。 
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◎日程第３ 諸般報告 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第３ 諸般の報告をします。 

まず本臨時会に付された案件は、お手元に配付のとおりです。 

次に今議会までの議会関係、諸会議等については、記載のとおりです。 

これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第４ 行政報告 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第４ 行政報告を行います。 

町長。 

○町長（松本博君） おはようございます。本日、第２回浜中町議会臨時会に議員全員

の御出席をいただき、誠にありがとうございます。 

先の議会から本日までの主なる行政報告を申し上げます。 

（行政報告あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） 引き続いて、教育委員会より教育行政報告を行います。 

教育長。 

○教育長（内村定之君） 前議会から、これまでの教育行政の主なものについて御報告

いたします。 

（教育行政報告あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これで行政報告を終わります。 

 

◎日程第５ 議案第４号北海道市町村総合事務組合規約の制定並びに廃止に関する

協議について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第５ 議案第４号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 
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○町長（松本博君） 議案第４号「北海道市町村総合事務組合規約の制定並びに廃止に

関する協議について」提案の理由をご説明申し上げます。 

北海道市町村総合事務組合は、共同処理する事務と共同処理する団体が事務ごとに異

なる、複合的一部事務組合であります。 

この度、総務省から、北海道市町村総合事務組合へ地方自治法では、複合的一部事務

組合は、市町村及び特別区しか設置することができない旨通知がありました。 

このため、道が構成員となっている「石狩東部広域水道企業団」及び「石狩西部広域

水道企業団」は、総合事務組合に加入できず、また、この２団体を構成員とする「北海

道市町村職員退職手当組合」も、総合事務組合に加入できない事から、早急に見直しを

行う必要が生じたものであります。 

このことを踏まえ、現行の規約において、北海道市町村総合事務組合に加入できなく

なる３団体に係る公務災害補償等の事務処理をできるように定める規約を制定し、現行

規約を廃止するものであります。 

地方自治法第２８６条第１項及び第２９０条では、一部事務組合の規約を変更しよう

とするときは、関係地方公共団体の協議によりこれを定め、議会の議決を経なければな

らない、と規定されていることから、議会の議決をいただきたく提案した次第でありま

す。 

以上、提案の理由をご説明いたしましたので、よろしくご審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第４号の質疑を行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第４号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４号を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 
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したがって議案第４号は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第５号平成３０年度浜中町一般会計補正予算（第９号）について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第６ 議案第５号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第５号「平成３０年度浜中町一般会計補正予算（第９号）に

ついて」提案の理由をご説明申し上げます。 

この度の補正は、霧多布港海岸防潮堤嵩上改良工事に伴う経費について補正をお願い

しようとするものであります。 

補正の内容といたしましては、歳出では、５款農林水産業費、３項水産業費、海岸整

備事業に要する経費で、霧多布港海岸防潮堤嵩上改良工事及び霧多布港海岸陸閘改良工

事に伴い「霧多布港海岸防潮堤嵩上改良工事等監理業務委託料」３,２００万円、「霧

多布港海岸陸閘改良工事実施設計業務委託料」２,４００万円、「霧多布港海岸防潮堤

嵩上改良工事」３億８,０００万円、「霧多布港海岸陸閘改良工事」２億６,０００万円

をそれぞれ増額するものであります。 

以上により、今回の補正額は、６億９,６００万円となります。 

一方、歳入につきましては、国庫支出金３億６,５００万円、町債３億３,１００万円

を追加させていただきました。 

この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は、８４億８,４７８万円となります。 

次に「第２表繰越明許費」につきましては、いずれの事業も年度内に終わらない見込

みから、地方自治法第２１３条第１項の規定に基づき、あらかじめ翌年度に繰り越して

事業を実施しようとする金額の限度額を定めようとするものであります。 

次に「第３表地方債補正」につきましては、霧多布港海岸防潮堤改良事業の限度額の

変更による補正であります。 

以上、提案の理由をご説明いたしましたので、よろしくご審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第５号の質疑を行います。 
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歳入歳出一括して行います。 

４番中山議員。 

○４番（中山眞一君） 嵩上げ工事につきまして昨年８月の中央要望、早々としてこの

様な結果が出たという事は大変嬉しい事ですが、これが全部終わりましても８２％の進

捗率という事で、まだ１８％が残っております。これに対していつ頃になりそうなのか、

残る場所はどこなのか、この残った部分について町長は、この様な中央要望活動を続け

ていくのか、それらについてお尋ねさせていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 水産課長。 

○水産課長（細越圭一君） お答えいたします。今回の嵩上げ工事につきましては、延

長１,７４８メートルの嵩上げとなります。この工事につきましては、先に水叩き部分

を作り、それが今年度の工事となります。残る場所につきましては陸閘５基のうち４基

の工事を行いまして１基が残るという事と、後ろにある水叩き部分が工事として残ると

いう事になっております。８２％の進捗率という事になっておりますが国土強靱化の関

係で３ヵ年計画という事で今後も要望していき、工事を早期に完成させたいと考えてお

ります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 今回は３０年の補正予算で強靱化事業を３ヵ年でやるという事で

言われております。これから３１年、３２年の予算がついてきます。今年も３月から始

まりますが３０年度で６億、３１年度で本来の予算それと３２年度の予算ですから予定

としては３ヵ年で終わる予定でおりますので中央要望については、その段階で考えたい

と思います。今の段階では、レールに乗ったかなというふうに思っております。以上で

す。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○４番（中山眞一君） ３０年度、３１年度、３２年度で終わるという事で、当初は３

２年度までの計画だったと思いますが、３２年度までに全部終わるという事で大変嬉し

い事だと思いますけれども、３０年度の今回の補正と３１年度の新規予算の部分を含め

ますと結構な金額になり、これを３０年度の補正と３１年度の新規の部分になってくる

と、３１年度中にやり上げるのは、大変な事だなと思いますし、今回の中央要望活動に

つきましても携わっていただいた方に大変感謝しなければならないと思います。 

それと、先ほど町長が行政報告の中で１月２３日に霧多布港湾北防の嵩上げが長年の
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提案事項でありました。これにつきまして何か動きがあったのかをお尋ねさせていただ

きたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 水産課長。 

○水産課長（細越圭一君） お答えいたします。北防波堤につきましては、３２年度の

直轄工事の関係の調査に選定されておりました。その事につきましても開発の方から今

回、国土交通省に行かれた時に要望していただければという事の助言をいただいており

ます。また今回の北防波堤につきましては、穴が開いているなどの補修工事を予定して

おります。 

○議長（波岡玄智君） ９番川村議員。 

○９番（川村義春君） ただ今、４番議員が質問された部分と若干同じ様な事を聞かせ

ていただきます。 

昨年の８月２日、３日にかけて中央要請行動を行いました。町長を筆頭にして我々議

員も行ってきましたけれども、その成果が早速、７億という膨大な補正予算がついたと

いう事で私ども、本当に驚いておりますし喜びの気持ちでいっぱいでございます。 

町長として、その評価についてどの様に考えているのか率直な考え方を聞かせていた

だきたいと思います。 

それから今回の補正予算は６億９,６００万円の予算措置でございますけれども現

在、庁舎の建設工事が着々と進められています。この工事に関して町内業者がＪＶを組

んだりして関わっている状況の中で６億４,０００万、これらの工事に関して町内、町

外もあるでしょうけれども、この繰越明許費で実数１年の工事をする事になると思う訳

です。防潮堤の嵩上げ工事３億８,０００万円、陸閘工事２億６,０００万円それぞれ予

算がついていると思う訳でありますけれども工区分けなどをしなければ１年間でこの

事業をやり遂げる事が出来ない、この様な憶測をする訳なんです。どの様な発注の仕方

をするのか、多分うちの財務規則上でいくと、一般競争入札あるいは指名競争入札があ

る訳ですが、その工区を分けてやらざるを得ない、またどの様な発注の仕方がされるの

かをお聞きしたいと思います。 

私、それを想定して勉強してきたのですが、ある市ですけれども工区を分けるとすれ

ば分割発注先抜け方式という実施要綱を作って１つの工事を３つに分けて工区も分け

るとすれば、それに対して５社が指名競争入札に参加する、その３つの工区のうち１工

区について５社の中から落札する者がいる、そうなるとその落札業者は、次の２工区に
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入れないという様な仕組みで先抜け方式というものが設定されております。その様にす

ると例えば談合やその様な方式が出てこなくなるので、うまくいくのかなと思っている

んです。町内業者などに均等にある程度仕事が振り分けられるという方式もあるのです

が、どの様な方式で発注をされるのか、お知らせいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（渡邊馨君） 御質問が数点あった中の、工区割の件についお答えします。 

浜中町では３.１１の時に災害復旧という事で同じ様な状況になりまして延長が長い

ものにつきましては、工区割という事で今回、最大という訳ではございませんが違った

意味で３１年度内に完了させるという事から、延長全てを１工区でやる事は困難である

事から防潮堤の嵩上げについては対応したいと考えております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 最初の御質問にお答えしますけれども要望の始まりは、最初、浜

中町で３０年度に予算をつけていただいておりました。もうこの工事は終わりましたけ

れども国の予算７０４万円、総事業費で１,３００メートルで９０メートル位の事業で

実施しました。こちらが最初に始まって今年３０年度は、この様な事業でやりますと言

われて、この事業がいつになったら終わるのか、これには、かなりの年数がかかるとい

う事が分かりましたので、町長としては、議会の皆さん、漁組の組合長さん商工会を含

めて要望に行きました。町民の命を守る、財産も守る事を含めて要望した結果が今日の

結果に繋がってきたのだろうと思っています。金額的には、大きくなってしまいました

けれども今回、補正予算でつけてもらった関係からすれば、補正予算債を含めて浜中町

にとっては本当に有利な制度でありますので負担額も本来の事業よりは、はるかに少な

いので多くの事業費は約７億ですから、その分がその事業費で３０年度、３１年度それ

から３２年度分を合わせて出来るとすれば、この短い期間で効果がでてきたという事で

す。その結果、今度は道が持っている分の予算も、一部補正がついた様で影響を受けて

おります。これからは、逆に建設海岸それから漁港海岸の方に趣な力でいきたいという

ふうに思っているところです。 

このきっかけは、すごく大きいものでしたが、何が何でも事業をやってもらうという

事ですし、町内業者にしっかり頑張ってもらい庁舎の工事もありますけれども、防潮堤

の嵩上げ改良工事に係る仕事もとってもらいたいと思っているところです。 

○議長（波岡玄智君） 業者への発注の仕方は、どの様に考えていますかと言う事でお
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答えいただきたいと思います。 

総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 議員おっしゃる様な手法としての分割発注先抜け方式この様

な入札方式もあるかと思いますけれども、現在４工区の発注をこれから行います。それ

につきましては、それぞれ指名競争入札による先抜け方式という手法をとらずに、入札

形式で進めていきたいと考えております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○９番（川村義春君） 町長から評価についてお伺をいたしました。本当にありがとう

ございました。特に今回の行政行動は、道の予算にも影響しているという事で良い方向

に向かっているなという事の印象を受けました。本当にそうあってほしいなというふう

に思っております。 

それで今、総務課長と建設課長からそれぞれ答弁がございました。建設課長から工区

割りでいきたいという事でしたが、これについては丸山散布の工区こちらも同じ方式か

なというふうに思っております。それで今回は金額も大きいものですのですから一気に

出来ないだろうという事で多分４工区に分けて発注するという事でしょうけれども、例

えば４工区に分けて発注する場合、１本ずつの発注になるのか、例えば一気に４つの工

区ごとに提示して入札するとなれば指名競争入札５社を選んだ場合、５社全部が４工区

の中で入札が出来る訳なんです。そうなった場合に同じ業者が２つの工区をとるという

事も考えられる訳です。その様な方式でやるのか、あるいは１本ずつＡＢＣでの工区で

あればＡに５社という形にするのか。 

普通の契約になるでしょうけれども、もし別な契約の仕方があるとすればそれについて

も教えていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（渡邊馨君） ただ今の質問にお答えします。先ほど私、予定では４工区を

区分けするという話をさせてもらいましたが別の方法としましては指名競争入札を採

用しますので、多分５社の指名でいくのかなと思います。その中で１工区の入札に対し

ては、先ほどお話があったとおり札を入れてもらい、続いて２工区につきましても今言

われた５社全てが入札をします。この様に４回繰り返して入札を行うという事になりま

す。 

先ほど質問がありました同じ業者が２工区をとる可能性があるのではないかという
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話がありましたが、うちの入札上、指名競争入札というものを採用している以上、あく

までも競争という事ですから、その業者が２工区できると判断した場合、実際その２工

区をやるだろうし、議員が先に言われていた並行して庁舎も動いていますので、そちら

との兼ね合いもありますから、その辺は札を入れる業者がどの様な体制になっているの

かと言う事も考えられると思っております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○９番（川村義春君） ５社それぞれが力量に応じてやっている庁舎の仕事、これから

でる仕事に対して自分の会社の経営の範囲を踏まえて出来る、出来ないによって札を入

れる、この様な事は無いだろうと言う期待感を持っているという事で理解してもいいで

すか。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（渡邊馨君） 今議員言われたとおり、その様な考えでおります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

１番加藤議員。 

○１番（加藤弘二君） 今回の予算の中で陸閘改良工事は、防潮堤の範囲に比べればと

ても短い箇所での改良工事になると思われますけれども、相当な金額をつぎ込んで改良

するという事については、以前説明があったかなと思います。これにつきましては、改

めてどういう事なのか、防潮堤が活躍した場面でどの様な不備があったのか、あるいは

日常的な調査の中で改良すべき事が見つかったので改良する、またどの様な改良工事を

今までと違った形にするのか、その点を説明していただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 水産課長。 

○水産課長（細越圭一君） 御質問にお答えいたします。今回の陸閘の改良工事になり

ますが、こちらも津波対策という事で５.１メートルの津波がＬ１津波になります。 

今現在の陸閘になりますと４.３メートルになっておりますので、その津波対策として

９０センチの嵩上げ、高さを増す工事となります。こちらについては、Ｌ１津波対策と

いう事の陸閘の改良となっております。そしてこの陸閘の改良工事になりますが、９０

センチ高くするという事と、現在、この開閉するのに大体２分かかるという事になって

おります。そこで９０センチ嵩上げする事によってアルミの重量が増しますので、開閉

が２分のところ４分になってしまうという事でチェーン、スポールケット、あとはモー

ター等の交換を行い緊急時に２分で閉まる様な形の改良工事となります。以上です。 
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○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第５号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５号を採決します。 

お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第５号は原案のとおり可決されました。 

 

◎閉会宣告 

 

○議長（波岡玄智君） お諮りします。 

本臨時会に付議された案件の審議は、全部終了しました。 

したがって、会議規則第７条の規定により閉会したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、本臨時会は閉会することに決定しました。 

これをもって平成３１年第２回浜中町議会臨時会を閉会します。 

ご苦労さまでした。 

（閉会 午前１０時４０分） 
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